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"Our friends, how seldom visited, how little known it is true ; and yet, when 
I meet an unknown person, and try to break off, here at this table, what I call 'my 
life', it is not one life that I Iook back upon ; I am not one person ; I am many people; 
I do not altogether know who I am Jinny, Susan, Neville, Rhoda, or Louis ; or 
how to distinguish my life from theirs." 
(r~~~~~~)~~ V~ ~ ~a)I~, A~E < ~)1)t*･･1:~~f*~~ Ui~~)~, }~~/~~~~~~:V~j:~~~~L~~･1) 
~V~ t~: V) ~ tLl~~:~~~;1~h~, ~ tL~~~ ~~~~~~:~~D ~ ~~A ~~~~l:~~~V~ = = ~) ~:(7)~- 7 ~ ~ 
)V~~ r~~(7))I~~t~ ~ v~ ~ ~(7)~ ~ ~~~~~1)C~~H~J; ~ ~~~H~, ~~~~~ ~~~1)C~･~a)i~-
Oa))~~t~~l~f~:V~. ~~i~-)I~a))~fR~~:~j~f~: < ~, ~~~(7))~f~~t~~~)j~. ~~l~~~~~~~~f~:(7)~> 
~/~~ 4 t~:a)~ ~ rlf /t~:~)~ ;~ ~~ 4 )1/~> ~7 ~/ ~ )~4 ;~ /~~~a)~ J~~jIS~ ~)~ ~) 
f~:V~. ~~q))~~~~f~~~~)AiE~> ~~~Ut~'~*~'1~~D~)* t~:V~qJ ) (~~~10) 
~tLl~~~/ T~r~7:rL 4 ~~A~~~, k~- ~- (Peter) (7EE11)(T)~l~~~~~ L~~~~) tL~ ~~ I~ ~J; 4 
~l~)~~))I~~~~i:1:~if'~L~~;~, V ' ~)1/7 ~~~q))~~~~:, ~l~~1~)~~{~~~~~5 ~. 
But she said, sitting on the bus going up Shal'esbury Avenue, she felt herself 
everywhere ; not "here, here, here" ;and she tapped the back of the seat;but every-
where. She waved her hand, going up Shaftesbury Avenue. She was all that. So that 
to know her, or any one, one must seek out the people who completed them; even the 
places. Odd affinities she had with people she had never spoken to, some woman in 
the street, some man behind a counter even trees, or barns. It ended in a tran-
scendental theory which, with her horror of death, allowed her to believe, or say 
that she believed (for all her scepticism), that since our apparitions, the part of us 
which appears, are so momentary compared with the other, the unseen part of us, 
which spread wide, the unseen might survive, be recovered somehow attached to 
this person or that, or even haunting certain places, after death. 
(~~~ , ~ f~~~Cl~ -'/ ~ 7 ~/ /~ l) ~~: ~ ~i3~/~~~~~) < /~;~ ~) Ji~~H~~ ~~~ ;~ U I~~~ ~~~ ~il) t*･-. ~~ 
}~~/yJ~~~;~~~~i~~~)p~'I~l:V~~ ~T~!~.~i.~~(7). r~ ~ ~ ~ ~ ~J~~I~f~: < ~, ~~i~~=~=*-~~f')i~~Cl~ ~ ~, ~ '~ ~ ~ 
(10) pl96, Ibd. 
(11) Peter Walsh. ~f~~~7~~~5~:)I~(7)~}(7)~~~A 
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座席の背を叩いた。そうではなくて，あらゆる所に。彼女はシャフツベリ通りを進みなが
ら手を振った。私はあの全部なのよ。だから私を，いや誰のことだって知るためには，そ
の人の凡てを作り上げた人々を，いや場所でさえも探り出さなければならない。彼女は彼
女が話しかけたこともないような人々への奇妙な親和力を持っていた。路上の女だとか，
カウンターの後の男だとか一樹だの納屋にまで。それが逐には超験的な理論にまで発展
して，死の恐怖のためもあってか，彼女に次のように信じこませる，いや（彼女の懐疑精
神にもかかわらず）信じていると言わせるようになったのである。すなわち，我々の現し
身，我々の外見をなす部分は，他の部分，つまり大きく広がっている我々の目に見えない
部分に比べれば，ほんの束の間のものであるからして，この見えない部分は死後も生き続
け，あれこれの人物にくっっいたり，或る場所に漂っていたりして，何らかの形で蘇るこ
とだろうというのである。）（注12）
　引用の後半の部分は直接的にはバーナードの言葉との関連性をもたないけれども，V・
ウルフ自身の人生観の一っとして注目すべき箇所である。ダロゥェイ夫人と同じ様にバーナ
ードも，自分の人生には他の五人及びパーシヴァルの人生経験の凡てが含まれているのだと
語る。っまりバーナードの人生は，バーナードー個の人間から成る単一のものではなくて，
他の多くの人間をも含めた多面体であるというのである。こうして，かつての多面体の花
のイメージが一個の人生を表わすイメージと重なるのである・
　“＿。There　is　no（hvision　between　me　and　them．As　I　ta蛋ked　I｛elt‘I　am　you．’This
difference　we　make　so　much　of，this　identity　we　so　feverish監y　cherished，was　over・
come．Yes，eversinceoldMrs．Constableliftedherspongeandpouringwarmwater
over　me　covered　me　w藍th　flesh　I　have　been　sensitive，percipient．Here　on　my　brow
i　s　the　blow　I　got　when　Percival　felL　Here　on　the　nape　of　my　neck　is　the　kiss　Jinny
gave　Louis．Myeyesfillwith　Susan’stears．Iseefaraway，quiveringlikeago亜d
thread，the　pillar　Rhoda　saw，and　feel　the　rush　of　the　wind　of　her　fhght　when　she
leapt．”
　（「……私と彼らの間に区分はない。語りながら私は『私は君だ』と感じていた。私達が
あれほど重視する相違も，あれほど熱烈にいっくしんだ，この本性も，圧倒されてしまっ
た。そうだ，コンスタブル老夫人がスポンジをかざして私の上に湯を浴びせながら私を抱
きしめた時以来，私は過敏性の霊通者になったのだ。私の額のここには，パーシヴァルが
墜落した時に受けた打撃のあとがあり，私のうなじのここには，ジニィがルイスに与えた
（12）p168，MRS，DALLOWAY．
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キスのあとがある。私の眼にはスーザンの涙があふれている。私は遙か彼方に，ローダの
見た柱が，金の糸のように震えているのを見る。そして彼女が飛びこんだ時の，飛びなが
ら風を切る音を感じるのだ司）（注13）
　結局人生の最後に到って，固い「魂の殻」つまり自我意識は死滅し，自他の区別は解消
したというのである。これは以前のパーシヴァルの送別会やハンプトン離宮での会食の時
の経験と類似しているが，同一経験とはいえない。これは全くの孤独の内で，自己の奥底
への沈潜によって起った現象であるのに対して，以前の体験は複数の人間が同じ思いによっ
て結ばれ，「同一」化する経験であった。（注14）ともあれ，いずれの場合も自我意識は消
滅し，瞬間的ながら満ち足りた境地に陥る。この悟りの境地とも言うべき超越感をしばし
バーナードは味わうが，やがて再び目の前の男の姿に気付くことによって，自己を取り戻
し，年老いた自分を意識して，人生そのものに嫌悪を感じる。
　やがて男は帰り，残されたバーナードは孤独への頒歌をうたう。しかし閉店の時間が来
て，この孤独への沈潜も長くは続かない。外へ出てロンドンの街の上に広がる空を仰げば，
空の一画に何か燃える様なものがある。暁の気配がある。ここに彼は，永遠の復活，高まっ
ては砕け，砕けては高まる波にも似た無限の繰り返しを感じ，この世界の無限の律動に励
まされてか，老年を意識していた彼の身内にも，新しい波動が生じてくる。
　“And五n　me　too　the　wave　rises．It　swells　l　it　arches　its　back，I　am　aware　once　more
of　a　new（lesire，something　rising　beneath　me　like　the　proud　horse　whose　rider　first
spurs　and　then　pulls　him　back．What　enemy　do　we　now　perceive　advancing　against
us，you　whom　I　ride　now，as　we　stand　pawing　this　stretch　o蚕pavement？It　is　death．
D　eath　is　the　enemy．It　is　death　against　whom　I　ride　with　my　spear　couche（l　and　my
h＆ir　flying　back　hke　a　young　man’s，likd　Percivars，when　he　galloped　in　India。I
strike　spurs　into　my　horse．Against　you　I　will　fling　myse量f，unvanqulshed　and　un－
yielding，O　Death！”
　（「そして私の中にも又波が高まってくる。波はふくらみ，そりかえる。今一度私は騎手
が最初の拍車をかけ，たずなを引きしぼった時の誇らかな馬の様に，私の奥底から沸きお
こってくる何か，新しい欲望を意識する。この敷石の広がりの上に地を掻きながら立って
いる今，私が乗りこなすお前よ，どんな敵が我々に向ってやってくるのを感じるか。それ
（13）　p205，THE　WAVES．
（14）　“Agamst　the　gateway，agamst　some　cedar　tree　I　saw　bl＆ze　bnght，Neville，Jmny，
　Rhoda，Louis，Susan，and　myself，our　hfe，our　identlty。”p197，Ibd．
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は死だ。死こそ敵だ。私が槍をかまえ，若者の様に，インドで疾駆したパーシヴァルの様
に，髪を後になびかせて馬を乗り入れる相手は，死なのだ。私は馬に拍車をかける。汝に
向って突進するのだ，うち負かされることなく，屈服することなしに。おお死よ！」（注15）
　この波の高まりに比せられる死に対する挑戦の言葉を受けるかの様に，次にただ一行「波
は岸に砕けた」（丁加wα”cs扉o舵oη彦舵sho泥．）という無情な言葉が配せられて，この作
品は終る。しかしイタリック体で書かれた部分が，常に人間の存在をおびやかし続ける死
の影，無常なる自然界を象徴しているとしても，一方では，砕けても再び高まる波のよう
に無限に死に対する自己主張を繰り返し続ける人間の姿が力強く目に浮ぶ。何故なら，波
の意味しているものも，決して「単一」ではないのであるから。巨視的に見られた人間の
姿は，いつの間にか，自然界の姿と同一次元に含まれてしまう。又，微視的に眺めた人間
精神と，自然描写を交互に置いたV・ウルフの狙いは何であったろうか。音楽的効果とい
う点もあろう。が，最も強いのは「波」の象徴を，より深く，より多面的で，より広いも
のにしようという意図ではないだろうか。
　又，同じ人間精神の「時」に対する自己主張にしても，バーナードのは，横の，自他の区別
を取り払った広がりを強調することによってなされているのに対して，ルイスのは，自己
の精神が，大昔のナイル河流域に住んでいた時代の記憶から，エリザベス朝時代の記憶等
あらゆる過去の時代の記憶を持っているという縦の流れを強調していることに注意したい。
これはT・S・エリオット（T・S・Ehot）の伝統の観念と類似している。
　個々の人間は時間的な存在であり，必ず避け難い死の瞬間を持つ。それをどう克服する
かは，人間にとって最も重要な問題である。V・ウルフはダロウェイ夫人の言葉を通して
語っているように，魂の不滅を信じていた。しかし魂そのものを描くことは不可能である。
そこでV・ウルフがしたことは，外から見られた人間ではなくて，内から見る人間，内か
ら語りっっある人間を描くことであった。その試みの究極の姿がこの『波』という独白形
式の作品となったわけである。独白の中で常に自己の生存感覚を語り続ける人物の声は，
最後にバーナードの声の中に集合され，個々の区別を失って，一つの，時の力に対抗する
人間精神の声となって終るのである。そういう意味で，この小説は非常に抽象的な作品で
ある。
（15）　p211，　Ibd．
＊　なお』引用文の頁の表示は凡て，THE　HOGARTH　PRESS版によった。
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